
一緒に考えながら理解を促進する、絵本のたたずまいを持つ行政計画

第１８回計画賞ノミネート No.1

千葉県 習志野市

「習志野市シティセールス

コンセプトBOOK」



どんな計画なのか？



習志野市が初めて取り組む

シティセールス活動の指針



シティセールスとは？



一言でいうと

「都市や地域の売り込み」

ただし、単に宣伝・販促活動を指すのではなく、
その中には地域再生、観光振興、住民協働などの
概念が含まれており、意味する領域は広い。



推進するにあたり

「共通理解の醸成」が大事

シティセールス ＝ 新しい活動・考え方

→



一緒に考えながら理解を促進する、絵本のたたずまいを持つ行政計画



【習志野市の概要】

©旅行のとも、ZenTech

県内３７市で

２番目に小さい

９番目に人口が多い
↓

県内３番目に

人口密度が高い
面積

約２１㎢
↗



【計画策定の背景と目的】



なぜ、シティセールスが

必要なのか？



⇒人口減少に備えるため
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人口の推移
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推計結果
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【計画策定の背景と目的】

人口減少に備えるため

人を呼び込む情報発信

地域資源を活かした
習志野市のブランド化



【計画の位置づけ】



本稿は、基本構想の実現に向けた「前期基本計画」の取組を加速するために策定された

「習志野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標２「魅力あるくらしのできる習

志野へ“新しいひとの流れ”をつくるまちづくり」に資することを主な目標としています。

本計画の位置づけ

前期基本計画（H26-H31）

基本構想（H26-H37）

基本目標2 「魅力あるくらしのできる習志野へ
“新しいひとの流れ”をつくるまちづくり」
●地域資源を最大限に活かした“習志野”のブランド化
●子育て世代にとって魅力的なまちとして“習志野ブランド”の創出

その一方で、市が取り組む各施策のなかには、シティセールスにつながる要素があります。

本稿は各部署が行う計画を横断する共通の視点として機能することも意図しています。

習志野市まち・ひと・しごと
創生総合戦略（H26-H31）



【本計画の内容】



このコンセプトBOOKは、本市の市章が

「習」の文字 を正方形で表現している

ことや、リニューアルした本市ホーム

ページにおいて見出しに正方形を活用

していることと連携させ、視覚的イメージ

の統合と相乗効果を図るために正方形

という判型で作成しています。

目次

第1部 ブランディング

1-1 ブランディングへのアプローチ

1-2 コアを探す

1-3 地域資源を考える

1-4 本質に根ざすもの

1-5 本市のコア

1-6 習志野ブランド

第2部 ターゲティング

2-1 人口推移・人口推計

2-2 住みやすさ意識と定住意向

2-3 転入・転出状況

2-4 シティセールスのターゲット

2-5 ターゲット①（広義の市民）

2-6 ターゲット②（大学生）

2-7 ターゲット③（子育て世代）

2-8 定住促進作戦

2-9  ターゲット分析まとめ

2-10 戦略策定手法

2-11 魅力を次世代につなぐ

データ編

◆用語解説

◆住みやすさランキング

◆共働き子育てしやすい街ランキング
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【目的達成のための戦略】







【計画の進捗状況】



 基準値（H24～H26 平均） 目標値 実績値（H27～H30 平均） 

子育て世代の転入者数 3,352 人  3,453 人（3％増）  3,455 人（3％増） 

東京都からの転入者数 1,217 人 1,247 人（2.5％増） 1,419 人（16％増） 

20 歳代の転出者数 2,684 人 2,603 人（3％減）  2,946 人（9.7％増） 

 

【計画の効果測定】



【本計画の特徴および

優れている点】



【本計画の特徴および優れている点】

１．「コンセプトBOOK」

というコンセプト



☓☓市

シティセールス戦略プラン

令和2年4月1日
☓☓☓市

１．「コンセプトBOOK」というコンセプト



２．期待感を掻き立てる
体裁

【本計画の特徴および優れている点】



２．期待感を掻き立てる体裁



３．文字数を減らし、
直感的にわかる

【本計画の特徴および優れている点】



３．文字数を減らし、

直感的にわかる



４．一緒に考えながら
理解を促進する

【本計画の特徴および優れている点】



４．一緒に考えながら理解を促進する



５．手法としての
ロジックモデル

【本計画の特徴および優れている点】



５．手法としての

ロジックモデル



【計画実施】



【施策紹介‐１】

「ナラシノオト」
３つの大学の学生と一緒に作った

学生生活活用ガイドブック



【施策紹介‐２】

「孫育てハンドブック」
県内初の事例

子育て支援の新しいかたち



【施策紹介‐３】

「ブランドメッセージ

ブランドロゴの策定」

市民ワークショップ

→市民投票を経て策定

全人口の３.７％が参加



【計画の問題点および

改善の方策】



【計画の問題点および改善の方向】

１．シビックプライド
＋

スタッフプライド



庁内88の部署が、情報発信の

腕を競うコンテスト

第１回優勝作品
消防本部警防課

【施策紹介‐４】

「各所属対抗・施策ＰＲ

ポスターコンテスト」



「各所属対抗・施策ＰＲ

ポスターコンテスト」

庁内88の部署が、情報発信の

腕を競うコンテスト

第２回優勝作品
資産管理課

【施策紹介‐４】



２．マーケティングの

視点の養成

【計画の問題点および改善の方向】



全国広報コンクール千葉県最優秀映像作品

【施策紹介‐５】

音楽のまち習志野の象徴である

市立習志野高校吹奏楽部の

演奏をＭＶ化。

８０万回超の再生を記録

「レッツゴー習志野
オフィシャルミュージックビデオ」



ＤＶＤ

「習高・ザ・マスターピース」

売上げは部活動の費用に充当

ふるさと納税返礼品にも活用

【施策紹介‐６】



３．ステークホルダーとの

協働

【計画の問題点および改善の方向】



「こどもたちが作る
オリンピック広報誌」

ＮＰＯ法人と広報課が連携

市の補助金を活用して

子どもたちが取材・作成を行った

【施策紹介‐７】



推進するにあたり

「共通理解の醸成」が大事

シティセールス ＝ 新しい活動・考え方

→



【まとめ】

計画技術の革新のために

必要なこと



計画技術の革新のために必要なこと

①優れたプラン

②優れたプロセス管理

③計画への理解醸成のステップ



計画をより良いものにするために

優良な試行錯誤を継続的に
積み重ねていきたいと
考えています。



ご清聴ありがとうございました。

習志野市のご当地キャラクター

ナラシド♪


